
は
じ
め
に

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
五
日
、
大
阪
府
箕
面
市
の
瀧
安
寺
で
は
、
明
治
期
以

来
途
絶
え
て
い
た
箕
面
富
を
約
一
四

年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
。
そ
の
仕
法
は
、

宝
珠
御
守

を
購
入
し
た
人
に
あ
ら
か
じ
め
番
号
札
を
渡
し
、
住
職
が
錐
で
箱

の
中
の
木
札
を
突
き
、
こ
れ
と
同
じ
番
号
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
当
た
り
と
い
う
も

の
で
、
当
日
筆
者
も
参
加
し
た
が
、
箱
は
江
戸
時
代
に
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た

も
の
が
用
い
ら
れ
、
抽
籤
は
観
音
堂
で
古
式
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
た
。
当
日
は

整
理
券
が
配
ら
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
が
、
当
選
者
は
わ
ず
か
一
三
人
で
、

賞
金
で
は
な
く

大
福
御
守

を
三
人
に
、

招
福
御
札

を
一

人
に
そ
れ
ぞ

れ
授
与
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
宝
く
じ
に
慣
れ
親
し
ん
だ
現
代
人
に
と
っ

て
は
、
こ
の
行
事
が
江
戸
時
代
の
富
く
じ
と
も
異
な
る
不
思
議
な
存
在
に
感
じ
ら

れ
た
に
違
い
な
い
。

江
戸
時
代
の
富
く
じ
は
富
・
富
突
・
突
富
な
ど
と
呼
ば
れ
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で

江
戸
の
富
突
、
な
か
で
も
幕
府
が
公
的
に
許
可
し
た
御
免
富
の
成
立
と
展
開
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
富
突
は
摂
津
国
箕
面
瀧
安
寺
の
富
法
会
に
由

来
し
、
十
七
世
紀
中
頃
に
は
鞍
馬
山
で
も
行
わ
れ
、
以
後
の
ス
タ
イ
ル
が
成
立
し

た
後
、
十
七
世
紀
末
頃
に
江
戸
の
宝
泉
寺
（
牛
込
高
田
）、
つ
い
で
感
応
寺
（
谷

中
）
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

（

）
。

要
す
る
に
、
瀧
安
寺
で
復
活
し
た
こ
の
行
事
は
、
富
突
発
祥
の
富
法
会
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
行
事
が
幕
末
ま
で
継
続
し
え
た
の
は
、
ひ
と
え
に
賞
金
を

授
与
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
護
符
を
授
け
る
宗
教
行
事
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
他
の
富
突
に
は
賞
金
を
と
も
な
う
も
の
が
大
半
で
あ
っ

た
た
め
に
、
幕
府
の
政
治
方
針
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
江
戸
の
御
免
富
の
興
行
に
つ
い
て
は
、
次
の

上
方
の
富
興
行
に
つ
い
て

滝

口

正

哉



よ
う
に
八
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
る
と
述
べ
て
き
た
。

享
保
十
五
年
（
一
七
三

）
以
前

宝
泉
寺
・
感
応
寺
の
み
の
興
行
。

享
保
末
期

仁
和
寺
・
興
福
寺
の
興
行
が
御
免
富
と
し
て
初
め
て
行
わ
れ
る
が
、
興
行
不

振
に
よ
り
数
年
で
中
断
。

元
文

宝
暦
期

宝
泉
寺
・
感
応
寺
の
み
興
行
に
戻
る
。

明
和

天
明
期

御
免
富
が
再
び
行
わ
れ
、
江
戸
で
は
古
参
二
寺
（
宝
泉
寺
・
感
応
寺
）、
江

戸
の
寺
社
（
一
件
）、
他
国
の
寺
社
（
一
件
）、
宮
門
跡
方
（
三
件
）
と
い
う

興
行
定
数
が
定
め
ら
れ
る
。

寛
政
期

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

寛
政
改
革
の
影
響
で
感
応
寺
の
み
が
断
続
的
に
興
行
を
許
さ
れ
る
。

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）

輪
王
寺
・
寛
永
寺
の
経
営
難
を
救
済
す
る
目
的
で

両
山
御
救
富

が
開
始

さ
れ
、
感
応
寺
・
湯
島
天
神
・
目
黒
不
動
を
興
行
場
所
と
す
る

江
戸
三

富

が
成
立
す
る
。

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

文
政
四
年
に
適
用
範
囲
が
拡
大
（
三
都
、
最
長
で
五
・
六
年
、
興
行
件
数
一

ヶ
所
ま
で
）
さ
れ
、
さ
ら
に
同
八
年
に
は
興
行
数
の
増
加
策
（
三
ヶ
月
ご

と
、
一
ヶ
月
一
五
ヶ
所
、
計
四
五
ヶ
所
ま
で
許
可
）
が
図
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
御
免
富
の
最
盛
期
を
迎
え
る
。

天
保
十
三
年
以
降

天
保
改
革
に
よ
り
御
免
富
は
全
面
禁
止
と
な
り
、
以
後
行
わ
れ
た
場
合
は
す

べ
て
違
法
興
行
（
隠
富
）
と
し
て
取
り
締
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
て
京
都
・
大
坂
は
、
富
突
と
し
て
の
由
緒
が
江
戸
よ
り
も
古
い

ば
か
り
で
な
く
、
幕
府
に
よ
っ
て
享
保
期
に
生
み
出
さ
れ
た
御
免
富
政
策
で
は
、

三
都
を
同
列
に
対
象
と
し
て
お
り
、
江
戸
と
ほ
ぼ
同
時
期
（

・

・

）
に
同

じ
仕
法
で
御
免
富
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
具
体

的
な
実
態
を
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る

（

）
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
京
都
・
大
坂
に
お
け
る
御
免
富
の
動
向
を
分
析
し
、
江
戸
と
の

比
較
を
試
み
た
い
と
思
う
。

一

京
都
の
御
免
富

京
都
の
富
突
は
古
く
、
江
戸
の
考
証
家
山
崎
美
成
が
そ
の
著

海
録

に
お
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（

）
。

私
云
、
鞍
馬
山
妙
寿
院
、
富
根
元
之
事
、
宝
印
と
申
候
て
毘
沙
門
守
護
之
秘

符
に
て
、
熊
野
山
牛
王
宝
印
之
類
に
て
、
毎
年
正
月
十
一
日
禁
中
へ
献
上
、

御
城
へ
献
上
之
巻
数
の
中
に
も
封
じ
、
往
古
は
信
心
の
輩
へ
鬮
取
に
て
施
候

由
、
是
富
突
の
始
な
り
と
云

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鞍
馬
山
妙
寿
院
で
毎
年
正
月
の
護
符
授
与
に
か
つ
て
富
突
の

手
法
が
と
ら
れ
、
こ
れ
が
富
突
の
嚆
矢
で
あ
る
と
い
う
。
江
戸
で
最
初
に
富
突
を



始
め
た
宝
泉
寺
が
鞍
馬
の
富
の
手
法
を
導
入
し
た
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら

く
こ
の
行
為
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
美
成
の
説
は
瀧
安
寺
に
源
流
を

求
め
る
定
説
と
は
異
な
る
内
容
だ
が
、
京
都
も
大
坂
同
様
に
近
世
初
期
か
ら
宗
教

行
事
の
一
環
と
し
て
富
突
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
意
味
で
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
刊
行
さ
れ
た

諸
国
年

中
行
事
（

）

に
よ
れ
ば
、
正
月
七
日
に
大
坂
西
成
郡
大
融
寺
の
富
・
箕
面
瀧
安
寺
弁

財
天
の

富
つ
き

お
よ
び
箕
面
勝
尾
寺
の

福
突
（
と
み
つ
き
）

が
、
同
十

三
日
に
嵯
峨
虚
空
蔵
の
富
、
同
十
四
日
に
山
城
国
吉
祥
院
村
吉
祥
院
の
富
、
同
十

五
日
に
伏
見
中
書
島
弁
財
天
の
富
、
同
十
六
日
に
山
城
国
大
原
野
春
日
の
富
、
同

十
八
日
に
勝
尾
寺
富
、
二
月
三
日
に
瀧
安
寺
お
よ
び
太
融
寺
の

二
の
富

が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
御
免
富
は
、
富
札
販
売
と
開
催
場
所
の
周
知
を
図
る
た
め
、
町
奉

行
所
な
ど
か
ら
触
が
出
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
京
都
の
町
触

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
管
見
の
か
ぎ
り
京
都
で
興
行
さ
れ
た
御
免
富
で
明

ら
か
な
も
の
は
、
表

の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
で
興
行
さ
れ
た
場
所
（
興

行
地
）
・
寺
社
奉
行
所
か
ら
御
免
富
と
し
て
興
行
の
許
可
を
得
た
寺
社
（
興
行

主
）
・
許
可
年
数
・
年
興
行
回
数
（
年
会
数
）
・
興
行
月
・
開
催
期
間
を
一
覧
に

し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
み
て
い
く
と
、
以
下
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

天
明
年
間
、
お
よ
び
文
政
八
年

天
保
七
年
の
許
可
事
例
が
見
出
せ
る
。

興
行
場
所
は
錦
天
神
（
寺
町
四
条
上
ル
）
・
誓
願
寺
（
寺
町
三
条
下
ル
）
・

金
蓮
寺
（
四
条
道
場
）
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

興
行
主
体
に
他
国
寺
社
は
き
わ
め
て
少
な
く
（
増
上
寺
・
三
州
白
鳳
寺
）、

門
跡
寺
院
が
多
い
。

年
会
数

年
数
や
開
催
月
な
ど
、
各
時
期
の
興
行
ス
タ
イ
ル
は
江
戸
と
ほ
ぼ

同
様
で
あ
る
。

天
保
期
に
な
る
と
、
大
坂
で
も
富
札
の
販
売
が
許
可
さ
れ
て
い
る
事
例
が
み

ら
れ
る
（
増
上
寺
・
毘
沙
門
堂
御
門
跡
・
仁
和
寺
・
熊
野
三
山
）。

天
保
期
、
仁
和
寺
は
京
都
・
大
坂
で
同
時
期
に
開
催
し
て
い
る
。

右
か
ら
は
、
江
戸
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
興
行
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
、
集
客
力

の
高
い
盛
り
場
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
明
和
・
安
永
期
の
町
触
が
今

の
と
こ
ろ
み
ら
れ
な
い
点
で
、
御
免
富
の
導
入
が
や
や
後
発
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
。
ま
た
江
戸
と
比
較
し
て
興
行
件
数
が
か
な
り
少
な
く
、
立
地
的
な
条
件

か
ら
か
、
文
政
期
の
規
制
緩
和
後
も
門
跡
寺
院
や
本
山
ク
ラ
ス
の
興
行
に
終
始
し

て
い
る
点
で
、
御
免
富
の
受
容
は
江
戸
よ
り
も
か
な
り
限
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
一
方
で
特
徴
的
な
の
が

と

で
、
と
も
に
天
保
期
に
入
っ
て
か
ら
と
ら

れ
た
手
法
で
あ
り
、
こ
の
時
期
江
戸
で
は
売
れ
残
る
富
札
を
抱
え
興
行
成
績
悪
化

に
苦
心
す
る
寺
社
が
続
出
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
集
客
を
見
込
ん
で
の
苦
肉
の

策
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
と
に

で
は

去
ル
辰
年
於
大
坂
表
富
興
行
御
免
之

処
、
猶
又
於
当
表
（

）

と
あ
る
よ
う
に
、
興
行
自
体
に
大
坂
と
の
連
続
性
を
も
た
せ

る
こ
と
で
集
客
効
果
を
高
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
京
都
に
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
伏
見
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も
伏
見
奉
行
所
轄

の
幕
府
直
轄
地
で
あ
り
、
現
存
す
る
富
札
か
ら
御
香
宮
で
安
楽
御
殿
（
安
楽
寿

院
）
が
興
行
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

上方の富興行について



表
免
御
る
み
に
触
町
の
都
京

富

号
主

行
興

地
行

興
日

月
年

開
月
行
興

数
会
年

数
年

数
考

備
間

期
催

明
天

丑
条

三
内

境
跡

門
御

院
蓮

青
門
御
寺
覚
大

地
キ

明

裏
北

院
勝
覚
家
院
跡

月
毎

ル
出
方

事
公
東

。
る

あ
と

寅
多

内
境

寺
蓮

金
場

道
条

四
神
明
峰
武

月
毎

ル
出
方

事
公
西

。
る

あ
と

卯
内

境
寺

光
喜

歓
社

神
天

錦
鳳

白
山
投
猿
郡
茂
加
州
三

寺
月
毎

辰巳午
兼
御
并
寺
鑑
雲

内
社

園
祇

殿
院
智
禅
所
帯

月
毎

未
井
梶

内
境

堂
影

御
通

条
五

跡
門
御

？
？

？
？

門
御

井
梶

は
で

ま
れ

こ
？

お
に
地

社

宮
満

天
内

境
跡

。
た
い

て
し

行
興
て

い

政
文

酉
院
護
聖

寺
等

平
師

薬
幡

因
宮

・
・
・

蓮
内

境
跡

門
御

院
光

華
蓮

跡
門
御
院
光
華

・
・
・

寺
光

喜
歓

社
神

天
錦

町
寺

嶋
生
竹

内
境

・
・
・

戌
寺
照
円

寺
蓮

金
場

道
条

四
・
・
・

社
神

天
錦

ル
上

条
四

町
寺

殿
寺
竜
瑞

内
・
・
・

社
神

天
錦

ル
上

条
四

町
寺

南
国
濃
美

内
境

寺
光

喜
歓

宮

境
寺

願
誓

ル
下

条
三

町
寺

宮
院
照
光

内
・
・
・

亥子
境

寺
願

誓
ル

下
条

三
町

寺
寺
福
東
山
五

内
・
・
・

寺
光

喜
歓

社
神

天
錦

町
寺

宮
院
蓮
青

内
境

境
寺

願
誓

ル
下

条
三

町
寺

宮
寺
鑑
霊

内
・
・
・

丑
曼

内
境

寺
蓮

金
場

道
条

四
院
珠

？
？

？

保
天

寅
寺

光
喜

歓
社

神
天

錦
町

寺
宮
寺
聖
大

内
境

か
か

境
寺

願
誓

ル
下

条
三

町
寺

院
地
金

内
・
・
・

年
日

月
地

行
興

主
行

興
数

号
数
年

数
会
年

月
行
興

間
期

催
開

考
備



上方の富興行について

号
主

行
興

地
行

興
日

月
年

開
月
行
興

数
会
年

数
年

数
考

備
間

期
催

大
内

境
寺

蓮
金

場
道

条
四

跡
門
御
寺
覚

・
・
・

へ
加

相
月

閏閏
は

で
表

本
、

が
る

あ
と

。
い

な
い

て
し
慮
考

を
月

卯
社
園
祇

前
神

社
園

祇
・
・
・

へ
加

相
月

閏閏
は

で
表

本
、

が
る

あ
と

。
い

な
い

て
し
慮
考

を
月

高
内

境
寺

蓮
金

場
道

条
四

寺
護
神
山
尾

・
・
・

へ
加

相
月

閏閏
は

で
表

本
、

が
る

あ
と

。
い

な
い

て
し
慮
考

を
月

東
内

境
寺

蓮
金

場
道

条
四

寺
光
円
山

・
・
・

へ
加

相
月

閏閏
は

で
表

本
、

が
る

あ
と

。
い

な
い

て
し
慮
考

を
月

辰
増

内
境

寺
蓮

金
場

道
条

四
寺
上

・
・
・

・
・

保
天

年
月

も

で
坂

大
、
で

触
町

の
日

れ
さ

可
許

が
売

販
の

札
富

る

。）

境
寺

願
誓

ル
下

条
三

町
寺

殿
院
持
総

内
か

か

巳
東

内
境

寺
蓮

金
場

道
条

四
寺

？
？

？

蓮
内

境
寺

蓮
金

場
道

条
四

東
所

帯
兼

室
門

御
院

光
華

寺
性
真
山
倉

岩
か

か

西
内

境
寺

蓮
金

場
道

条
四

寺
蔵
金
山
倉
岩

へ
加

相
月

閏閏
は

で
表

本
、

が
る

あ
と

。
い

な
い

て
し
慮
考

を
月

内
境

寺
願

誓
下

条
三

町
寺

跡
門
御
堂
門
沙
毘
郷
科
山

・
・
・

へ
加

相
月

閏閏
は

で
表

本
、

が
る

あ
と

。
い

な
い

て
し
慮
考

を
月

保
天

年
月

も

で
坂

大
、
で

触
町

の
日

れ
さ

可
許

が
売

販
の

札
富

る

札
富

。）
銀

枚
匁

、
分

額
金

賞
高
最
、

行
発
枚

両

年
日

月
地

行
興

主
行

興
数

号
数
年

数
会
年

月
行
興

間
期

催
開

考
備



二

大
坂
の
御
免
富

次
に
大
坂
の
町
触
を
み
て
み
よ
う
。
筆
者
が
管
見
の
か
ぎ
り
大
坂
で
興
行
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
御
免
富
は
、
表

の
通
り
で
あ
る
（
な
お
、
大
坂
の
町
触

に
は
札
料
・
発
行
枚
数
・
最
高
賞
金
額
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
合
わ
せ
て
収
録
し

て
い
る
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

享
保
、
明
和
六
年

寛
政
元
年
、
文
政
五
年

天
保
八
年
の
許
可
事
例
が
見

出
せ
る
。

興
行
場
所
は
主
に
座
摩
宮
（
南
渡
辺
町
）
・
仁
徳
天
皇
社
（
上
難
波
町
）
・

和
光
寺
（
堀
江
）
・
津
村
御
霊
宮
・
天
満
天
神
社
・
生
玉
明
神
・
同
北
向
八

幡
宮
な
ど
で
あ
る
。

号
主

行
興

地
行

興
日

月
年

開
月
行
興

数
会
年

数
年

数
考

備
間

期
催

午
仁

内
境

寺
蓮

金
場

道
条

四
宮
寺
和

月
毎

興
富

表
坂

大
於

年
辰

ル
去

当
於

又
猶
、

処

之
免

御
行

表

保
天

。
る

あ
と

年
月

も

で
坂

大
、
で

触
町

の
日

れ
さ

可
許

が
売

販
の

札
富

る

札
富

。）
金

枚
、

朱

額
金
賞
高

最
、
行
発

枚

。
両

院
相
実

内
境

寺
願

誓
町

寺
跡
門
御

へ
加

相
月

閏閏
は

で
表

本
、

が
る

あ
と

。
い

な
い

て
し
慮
考

を
月

申
紀

内
境

寺
蓮

金
場

道
条

四
院

方
実
山
智
那
野
熊
州

興
月

二
同

者
分

月
正

当
尤

間
候

行

保
天

。
る

あ
と

年
月

も

で
坂

大
、
で

触
町

の
日

れ
さ

可
許

が
売

販
の

札
富

る

。）

光
仏

院
洞

西
所

帯
兼

宮
同

珠
曼

内
境

地
社

臣
大

菅
寺

宮
院

へ
加

相
月

閏閏
は

で
表

本
、

が
る

あ
と

。
い

な
い

て
し
慮
考

を
月

年
日

月
地

行
興

主
行

興
数

号
数
年

数
会
年

月
行
興

間
期

催
開

考
備

註
成

集
触

町
都

京
。

成
作

に
と

も
を

月
閏

は
で

こ
こ

、
上

宜
便

。
る
え
考

と
分

月
前

は

は
欄

数
号

成
集

触
町

都
京

。
す
表
を
数

号
の

載
掲



上方の富興行について

表
免
御
る
み
に
触
町
の
坂
大

富

号
主

行
興

地
行

興
日

月
年

時
月
行
興

数
回
年

数
年

数
最

数
枚

行
発

料
札

考
備

期
額
金

賞
高

保
享

戌
興

都
南

寺
光

和
池

陀
弥

阿
補

寺
福

？
月

正
年

翌
り

あ
達

通
の

様
同

に
日

達
。）

和
明

丑
大

州
城

内
境

宮
幡

八
玉

生
院

林
勝
原

月
毎

町
慶

順
坂

大
宿

旅
は

札
富
に
所
会

堂
拠

証
町

瀬
初

筋
金

。
売
販
て

疋
両

寺
昌

久
村

崎
根

曽
郡

成
西

寺
国

相
都

京
月
毎

は
札

富
所

会
富

内
之

面
地

寺
昌

久
・

左
半

屋
田

山
目

丁
一

町
長
店
助
太
屋

和
大

家
借

門
衛

月
正

年
翌

。
売
販
て
に

は
に

日
中
講

は
来

以
札

富
寺

国
相

事
候

渡
相
手
切
江

達

銀

。
る

あ
と）

匁
分

両

寅卯
永

安
辰巳午

境
社

皇
天

徳
仁

町
波

難
上

跡
門
御

院
心

隋
内

月
毎

は
に

書
法

仕
枚

壱
分

壱
金

筋
方

上
、
但

付
ニ

候
致

難
昌

繁
富

而
ニ

壱
金

、
以

を
合

割
之

右
、

壱
料

札
、

宛
枚

拾
ニ

札
歩
枚
千
五
万
壱

、
札

分
五

匁
金

。
る

あ
と

分
銀

目
貫

未
大

地
社

宮
摩

座
町

辺
渡

南
跡
門
御

院
乗

月
毎

回
銀
匁
分

銀
貫

匁
社

大
賀

多
地

社
霊

御
村

津
月
毎

銀
匁
分

銀
目
貫

申酉
河

地
社

宮
摩

座
町

辺
渡

南
宮

幡
八
田

誉
州

月
毎

銀
匁
分

銀
目
貫

相
地

社
宮

摩
座

町
辺

渡
南

現
権
根

箱
州

か
月
毎

か
銀
匁

銀
目
貫

戌亥子

明
天

丑
地

社
皇

天
徳

仁
町

波
難

上
剛

金
住

常
家

院
宮

院
法

妙
院

月
毎

月
触

の
日

隠
院

剛
金

、
て

っ
よ

に
）
り

よ
に

死
病

院
光

量
無

居
て

に
前

名
丸

綱
、

る
れ

さ
始
開
て
れ
遅
月
ヶ

銀
。

匁
分
厘

両

年
日

月
地

行
興

主
行

興
数
号

数
年

数
回
年

月
行
興

期
時

考
備

料
札

数
枚

行
発

額
金

賞
高
最



号
主

行
興

地
行

興
日

月
年

時
月
行
興

数
回
年

数
年

数
最

数
枚

行
発

料
札

考
備

期
額
金

賞
高

寅
上

地
社

宮
摩

座
町

辺
渡

南
寺

蔵
興

当
別

宕
愛

林
館

州
月
毎

は
札

富
は

ろ
い

銀
。
る

け
分

に
組

の
字

文
匁
分

銀
目
貫

院
照

光
内

境
寺

光
和

江
堀

宮
月
毎

分
に
組
の
支
二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
分
厘
毛

両

地
社

皇
天

徳
仁

町
波

難
上

宮
院

法
妙

）
富
段
別

月
毎

い
悪

が
き

行
れ

売
の

札
富

明
天

、
で

の
年

月
触

の
日

面
当

で
）

仕
。
う

行
を

替
法

仕
間

年
は

に
書

法
兼

求
て

ニ
人

一
を

枚
一

札
一

以
を

枚
十

、
ハ

へ
者

候
一

、
札

小
候

仕
当

相
ニ

枚
ツ

厘
五

分
一

銀
付

ニ
枚

候
渡

相
子

金
、
渡

相
て

ニ

渡
相

而
ニ

合
割

右
、

も
節

候
存
奉
度
申

銀

。
る
あ
と

匁
分

両

卯辰
河

地
社

宮
摩

座
町

辺
渡

南
宮

幡
八
井

壺
州

月
毎

銀
匁
分

銀
目
貫

巳
地

社
皇

天
徳

仁
町

波
難

上
院
田

多
州

摂
月
毎

富
規
新

支
二
十
は
札
富

。
る
あ
と

銀
。

る
け

分
に
組

の
匁
分

両

興
都

南
地

社
宮

霊
御

村
津

寺
福

月
毎

き
行

れ
売

の
札

富

）
留
差

明
天

、
で

の
い

悪
が

年
月

触
の

日
面

当
で

）
銭
。
う
行
を

替
法

仕
間

年
文
貫

銀
不

、
年

元
政

寛
。

算
換

匁
同

、
し

見
露

が
法

渡
い
言
が
留
差

に
月

正
年

る
れ

さ

銀

。）

匁
分
厘

銀
匁
分
厘

銀
目
貫

貫
文

午未申
御

院
心

隋
内

社
神

天
満

天
跡
門

月
毎

銀
匁
分

銀
目
貫

政
寛

酉
地

社
皇

天
徳

仁
町

波
難

上
跡
門
御

院
乗

大
月
毎

一
は
札
富

。
る

け
分
に
組

の
十

ニ
通

之
法

仕
紙

別
者

会
初

々
段

ハ
り

よ
目

会
弐

、
て

、
之

有
行

興
、
引

を
札

売
減

高
札

惣
ハ

儀
之

金
美

褒
相

し
応

ニ
右

、
故

事
候

し
候
ニ
筈
候
渡

銀

。
る

あ
と

匁
分

両

政
文

巳
境

寺
動

不
村

野
北

郡
成

西
宮

寺
和

仁
内

月
毎

寺
末
の
寺
和
仁
は
寺
動
不

金
疋

両

年
日

月
地

行
興

主
行

興
数
号

数
年

数
回
年

月
行
興

期
時

考
備

料
札

数
枚

行
発

額
金

賞
高
最



上方の富興行について

号
主

行
興

地
行

興
日

月
年

時
月
行
興

数
回
年

数
年

数
最

数
枚

行
発

料
札

考
備

期
額

金
賞

高

豊
内

社
宮

幡
八

向
北

玉
生

宮
幡
八
佐

宇
国

前
月
毎

銀
匁

両
午未申酉戌

宮
寺

丘
林

内
社

神
天

満
天

・
・
・

銀
匁

両
宮

院
法

妙
内

社
神

天
満

天
・
・
・

組
の

梅
・
竹

・
松
は
札
富

銀
。
る

け
分
に

匁
両

州
紀

内
境

戎
宮

今
郡

成
西

山
三
野

熊
・
・
・

金
両

銀
全

。
算

換
匁

、
が

だ
番

・
各

金
選

当
、

け
設

を
番

た
え

加
を

両
て

し
と

額
金

賞
高
最
を
両

銀
。
る

い
匁

両

亥
宮

摩
座

内
社

宮
摩

座
・
・
・

幡
八

佐
宇

国
前

豊
年

子
来

跡
明

富
福
は
札
富
。
る

あ
と

禄
寿

銀
。

る
け
分

に
組
の

恵
匁
分

閏

両

蔵
岩

北
内

境
寺

光
和

江
堀

跡
門
御
院
相

実
・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
分

両
宕

愛
京

内
境

寺
光

和
江

堀
坊

床
長
山

・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
分

両

子
神

明
玉

生
内

境
神

明
玉

生
・
・
・

幡
八

佐
宇

国
前

豊
年

子
来

跡
明

富
支
二
十

は
札
富
。
る

あ
と

銀
。
る

け
分

に
組
の

匁
両

院
乗

大
内

境
寺

光
和

江
堀

跡
門
御

・
・
・

？
？

幡
八

佐
宇

国
前

豊
年

子
来

跡
明

富
は

札
富

。
る

あ
と

は
ろ

い
銀

。
る
け

分
に

組
の

字
文

匁
分

両

宮
寺

鏡
宝

内
境

社
摩

座
・
・
・

銀
匁
分

両

丑
倉

鎌
州

相
内

社
神

明
玉

生
寺

勝
英

・
・
・

坊
床

長
山

宕
愛

京
年

寅
来

跡
明

富
一
は
札
富
。
る

あ
と

銀
。

る
け

分
に
組

の
十

匁
分

両

保
天

寅
賀

多
州

江
内

社
神

天
満

天
社
大

・
・
・

跡
明

富
宮

寺
丘

林
虎
・
龍

は
札

富
。

る
あ

と
る

け
分
に

組
の
亀
・

鶴
・

銀
。

匁
分

両

卯
仏

大
都

京
内

社
神

明
玉

生
院

源
養

・
・
・

跡
明

富
宮

院
法

妙
夏
・
春

は
札

富
。

る
あ

と
る

け
分
に

組
の
冬
・

秋
・

銀
。

匁
両

境
社

田
広

村
宮

今
郡

成
西

山
三
野

熊
州

紀
内

・
・
・

銀
匁

両

門
寺

修
専

地
社

神
明

玉
生

跡
・
・
・

跡
明
富

宮
寺
和
仁

支
二
十

は
札
富
。
る

あ
と

銀
。
る

け
分

に
組
の

匁
分

両

年
日

月
地

行
興

主
行

興
数
号

数
年

数
回
年

月
行
興

期
時

考
備

料
札

数
枚

行
発

額
金

賞
高
最



興
行
主
体
に
つ
い
て
み
る
と
、
畿
内
以
外
の
寺
社
は
き
わ
め
て
少
な
く
（
宇

佐
八
幡
・
尾
州
熱
田
宮
・
箱
根
権
現
・
鎌
倉
英
勝
寺
・
増
上
寺
）、
近
国
の

寺
社
や
門
跡
寺
院
が
多
い
。

各
時
期
の
興
行
ス
タ
イ
ル
は
江
戸
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

札
料
・
賞
金
が
銀
立
て
の
場
合
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

最
高
賞
金
額
が
最
大
の
三

両
を
超
え
る
御
免
富
が
存
在
す
る
（
増
上

号
主

行
興

地
行

興
日

月
年

時
月
行
興

数
回
年

数
年

数
最

数
枚

行
発

料
札

考
備

期
額
金

賞
高

薬
都

南
内

境
寺

光
和

江
堀

寺
師

・
・
・

跡
明

富
跡

門
御

院
相

実
坤
・
乾
は

札
富

。
る

あ
と

銀
。

る
け
分
に

組
の

匁
分

両

町
道

今
村

寺
王

天
郡

成
東

増
内

境
坊

乗
大

堂
門

沙
毘

寺
上

・
・
・

智
・
礼

・
義

・
仁

は
札

富
月
・
雪

・
水

・
山

・
信

・
銀

。
る

け
分
に

組
の
花
・

匁
両

辰
宮

院
法

妙
内

社
神

天
満

天
院
剛
金

住
常

家
院

・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
分

両

巳
境

寺
動

不
村

野
北

郡
成

西
宮
寺
和

仁
内

月
毎

竹
・

松
・
亀

・
鶴
は
札
富

金
。

る
け
分

に
組

の
朱

両
宮
院

法
妙

内
社

摩
座

・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
分

両
郡

成
東

寺
王

天
四

郡
成

東
寺
王
天
四

月
毎

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
両

宮
寺

王
輪

内
社

玉
生

・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
分

両
町

道
今

村
寺

王
天

郡
成

東
尾

内
境

坊
乗

大
堂

門
沙

毘
宮
田
熱
州

・
・
・

北
・

南
・
西

・
東
は
札
富

銀
。

る
け
分

に
組

の
匁

両

境
社

田
広

村
宮

今
郡

成
西

山
三
野
熊

州
紀

内
・
・
・

は
札

富
は

ろ
い

銀
。
る

け
分

に
組

の
字

文
匁

両

午
宮
院

光
本

内
社

摩
座

・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
分

両
州

尾
内

社
幡

八
向

北
玉

生
宮

田
熱

・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

銀
。

る
け

匁
両

宮
一

州
尾

内
社

玉
生

・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

金
。

る
け

朱
両

未申酉
三
野
熊
州

紀
内

境
社

津
高

山
・
・
・

分
に

組
の
支

二
十
は
札
富

？
。

る
け

両

年
日

月
地

行
興

主
行

興
数
号

数
年

数
回
年

月
行
興

期
時

考
備

料
札

数
枚

行
発

額
金

賞
高
最

註
史

市
阪

大
。

成
作

に
と

も
を

月
閏

は
で

こ
こ

、
上

宜
便

。
る
え
考

と
分

月
前

は

は
欄

数
号

史
市

阪
大

。
す
表
を

数
号

の
載

掲



寺
・
熊
野
三
山
・
尾
州
熱
田
宮
）。

富
札
の
発
行
枚
数
が
江
戸
を
は
る
か
に
上
回
る
御
免
富
が
存
在
す
る
（
増
上

寺
・
熊
野
三
山
・
尾
州
熱
田
宮
）。

早
く
か
ら
割
札
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、

は
明
和
期
の
御
免
富
再
開
と
、
文
政
四
年
に
適
用
範
囲
が
拡
大

さ
れ
た
こ
と
に
対
応
し
て
お
り
、
江
戸
の
御
免
富
の
動
向
と
対
応
し
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
ま
た

は
江
戸
同
様
に
開
帳
実
績
が
豊
富
で
集
客
力
に
富
ん
だ
寺
社
が

興
行
場
所
に
選
ば
れ
て
お
り
、

は
京
都
と
同
様
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、

に
つ
い
て
は
、
文
政
九
年
の
熊
野
三
山
の
御
免
富
が
全
百
五
十
番
突

き
、
突
留
の
百
五
十
番
の
賞
金
を
三

両
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
百
五
十

一
・
百
五
十
二
番
を
設
け
、
こ
の
当
選
金
各
二
五

両
を
加
え
た
八

両
を
最

高
賞
金
額
と
し
て
い
る
ほ
か
、
天
保
八
年
の
熊
野
三
山
の
事
例
で
は
同
様
に
、

第
百
番

外
ニ
別
金
九
百
両
相
添
都
合

金
千
両

と
、
本
来
の
賞
金
額
一

両
に
九

両
を
加
え
て
賞
金
を
大
幅
に
増
や
す
戦
略
を
立
て
て
い
る
。
管
見

の
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
賞
金
の
増
額
は
江
戸
で
は
み
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、

文
政
四
年
三
月
、
幕
府
は
宮
門
跡
方
を
は
じ
め
と
す
る
由
緒
あ
る
諸
寺
社
の

御

手
当
筋
之
儀

の
出
願
が
際
限
な
く
な
っ
た
た
め
、
富
突
・
勧
化
の
適
用
範
囲
を

拡
大
す
る
方
針
を
打
ち
出
す
。

宮
門
跡
方
并
大
寺
社
之
分

・

二
十
二
社
諸

国
一
宮
并
御
由
緒
厚
キ
寺
社
之
分

・

御
由
緒
薄
キ
寺
社
之
分

の
三
つ
に
区

分
し
、

一
之
富

す
な
わ
ち
最
高
賞
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一

両
・
五

両
・

三

両
と
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
他
に
も
格
別
の
寺
格
を
有

す
る
か
、
あ
る
い
は
旧
跡
で
あ
る
と
か
、
事
情
あ
る
場
合
は
特
例
と
し
て
許
可
対

象
に
含
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

（

）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
右
の
熊
野
三
山
の
事
例
な
ど

は
、
増
額
分
を
差
し
引
い
た

本
来
分

の
三

両
・
一

両
（

）
が
こ
の
規
定

に
沿
っ
た
額
で
あ
り
、
増
額
分
が
規
定
外
の
仕
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
右
の

文
政
四
年
の
規
定
で
は
、
江
戸
の
谷
中
感
応
寺
・
牛
込
宝
泉
寺
や
日
光
山
・
東
叡

山
・
増
上
寺
・
仁
和
寺
宮
・
紀
州
熊
野
三
山
・
尾
州
熱
田
社
・
摂
州
四
天
王
寺
・

太
秦
安
養
寺
の
富
突
が
特
例
分
と
し
て
興
行
定
数
の
枠
外
に
さ
れ
て
お
り
、
大
坂

の
御
免
富
で
賞
金
の
増
額
が
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
寺
社
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
増
額
に
は
定
数
同
様
の
別
格
的
な
論
理
が
作
用
し
て
い
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

の
現
象
も

の
増
額
寺
社
に
特
有
の
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
富
札
の
発
行
枚
数
の
増
加
は
、
最
高
賞
金
額
の
増
加
と
連
動
し

た
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て

に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
町
触
が
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
安
永
三

年
（
一
七
七
四
）
に
隋
心
院
御
門
跡
が
上
難
波
町
仁
徳
天
皇
社
境
内
に
て
興
行
し

た
際
に
は
、

但
、
上
方
筋
金
壱
分
壱
枚
ニ
而
富
繁
昌
難
致
候
ニ
付
、
右
之
割
合

を
以
、
金
壱
歩
札
ニ
拾
枚
宛
、
札
料
壱
匁
五
分
札
、
壱
万
五
千
枚

（

）

と
い
う
仕
法

を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
坂
で
は
早
い
段
階
か
ら
高
額
な
富
札
を
額
面
通
り

に
販
売
せ
ず
、
当
選
権
利
を
細
分
化
さ
せ
た
割
札
の
存
在
が
公
的
に
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
実
態
は
、
富
札
屋
の
存
在
を
容
認
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
幕
府
側
の
姿
勢
を
誘
発
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
和
七
年
（
一
七
七

）
五
月
、
京
都
相
国
寺
は
前
年
七
月
よ
り

大
坂
で
興
行
し
て
き
た
が
、
出
張
費
用
が
嵩
み
、
そ
の
上
一

ヶ
年
の
年
限
を

上方の富興行について



待
っ
て
い
て
は
破
損
の
被
害
が
拡
大
し
て
し
ま
う
の
で
、
残
り
の
九
ヶ
年
分
を
四

年
半
に
短
縮
し
、
一
度
の
興
行
で
褒
美
額
な
ど
の
内
容
を
二
度
分
に
相
当
す
る
よ

う
に
変
更
す
る
願
書
を
寺
社
奉
行
所
に
提
出
し
て
い
る

（

）
。
お
そ
ら
く
こ
の
願
書
は

相
国
寺
側
で
予
測
し
て
い
た
興
行
収
入
を
得
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
た
こ
と
に
た

い
す
る
打
開
策
な
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
大
坂
の
御
免
富
は
す
で
に
明
和
期
の

段
階
で
興
行
成
績
の
不
振
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
賞
金
額
を
増

額
し
、
付
随
費
用
を
抑
え
る
た
め
に
も
短
期
で
目
標
額
を
回
収
す
る
こ
と
を
望
む

傾
向
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
志
向
性
は
江
戸
よ
り
上
方
の
方
が
強
く
、

そ
の
背
景
に
は
都
市
と
し
て
の
規
模
と
集
客
力
の
差
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
。
上
方
の
御
免
富
の
最
高
賞
金
額
が
し
ば
し
ば
増
額
さ
れ
る
理
由
に
は
、
こ

の
よ
う
な
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

随
筆
類
の
記
述

次
に
随
筆
類
や
文
芸
作
品
に
記
さ
れ
た
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
古
く
は
元
文
四

年
（
一
七
三
九
）
の

絵
本
池
の
心

に
西
川
祐
信
が
富
札
販
売
の
光
景
を
描
い

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
最
盛
期
の
上
方
の
御
免
富
に
つ
い
て
、
ま
ず

守
貞
謾

稿
（

）

を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

喜
田
川
守
貞

守
貞
謾
稿

記
載
の

富

（
巻
之
八
）

維
新
を
目
前
に
ひ
か
え
た
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
成
立
し
た
江
戸
の
風
俗

随
筆
に
、

守
貞
謾
稿

が
あ
る
。
作
者
喜
田
川
守
貞
は
文
化
七
年
（
一
八
一

）
に
大
坂
に
生
ま
れ
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
江
戸
に
下
り
、
同
十
一
年

に
喜
田
川
家
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
書
は
江
戸
と
京

都
・
大
坂
の
比
較
が
随
所
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
御
免
富
に
つ
い
て
も

同
様
の
意
図
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。

三
都
と
も
文
政
年
間
に
盛
ん
に
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
廃
止
さ
れ
た
。

大
寺
・
大
社
の
修
復
費
用
に
充
当
す
る
た
め
に
、
幕
府
の
許
可
を
受
け
て
行

う
。

大
規
模
な
も
の
で
は
、
最
高
賞
金
額
が
一

両
の
も
の
が
あ
り
、
一

両
の
も
の
な
ど
は
小
規
模
な
部
類
で
あ
る
。

例
え
ば
、

千
両
富

と
い
う
の
は
、
札
数
が
数
万
枚
で
、

松
竹
梅

や

春
夏
秋
冬

の
組
に
分
け
、
各
何
万
枚
と
し
て
、
金
一
分
ほ
ど
で
販
売
す

る
。

番
号
を
記
し
た
紙
札
を
販
売
し
、
こ
れ
と
同
じ
番
号
の
桐
製
の
札
を
六
方
箱

に
納
め
て
小
口
か
ら
錐
で
突
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

錐
の
一
番
お
よ
び
百
番
、
五
番
・
十
番
・
五
十
番
ご
と
の
計
一
錐
を

節

、
他
の
七
九
錐
を

平

と
い
い
、
突
き
終
わ
り
を

突
き
止
め

と
い
う
。

両
袖
付

と
い
う
前
後
賞
、

記
し
違
ひ

と
い
う
組
違
い
賞
が
あ
る
。

ま
た
、
組
違
い
の
前
後
賞
も
あ
る
場
合
が
あ
る
。

市
中
所
々
に
富
札
屋
が
あ
り
、
催
主
よ
り
出
す
値
段
は
定
価
が
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
富
札
屋
か
ら
販
売
す
る
札
に
は
定
価
が
な
い
。



割
札

と
称
し
て
、
富
札
屋
が
本
札
を
分
割
し
て
仮
札
を
発
行
し
、
こ
れ

を
販
売
す
る
こ
と
が
あ
る
。
二
分
割
の
も
の
を

二
人
割

、
四
分
割
の
も

の
を

四
人
割

と
い
う
。

突
き
止
め
一
、

両
を
得
た
者
は
、
催
主
に
一

両
、
札
屋
に
一

両
納
め
、
そ
の
他
諸
費
用
に
四

五

両
差
し
引
か
れ
、
実
際
に
手
に

す
る
の
は
七

両
ほ
ど
で
、
同
様
に
平
に
至
る
ま
で
こ
れ
に
準
じ
て
い

る
。

京
坂
の
富
札
屋
で
は
当
た
り
札
の
番
号
を
大
幟
に
記
し
て
軒
前
に
立
て
る
。

江
戸
で
は
谷
中
感
応
寺
・
目
黒
不
動
・
湯
嶋
天
神
で
富
を
興
行
し
て
い
た

が
、
し
だ
い
に
興
行
場
所
が
増
加
し
、
一
ヶ
月
に
二
四
・
二
五
件
の
興
行
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

興
行
数
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、

第
付

が
流
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
当

初
は

富
の
出
番
云
々

と
言
っ
て
売
り
歩
い
て
い
た
が
、
禁
止
さ
れ
、
の

ち

お
は
な
し

と
言
っ
て
一
之
富
の
番
号
を
書
い
た
も
の
を
売
り
歩

く
者
が
市
中
に
数
十
人
あ
ら
わ
れ
た
。

第
付

は
一
之
富
を
当
て
る
も
の
で
、
裏
店
の
女
房
や
酒
屋
の
小
僧
ま
で

も
が
参
加
し
、
当
た
る
と
一
文
が
八
文
に
な
り
、
な
か
に
は
大
金
を
投
じ
る

者
も
あ
っ
た
。

興
行
場
所
は
月
に
二
・
三
度
行
わ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
四
季
ご
と
に
行
う

も
の
も
あ
り
、
札
数
や
当
選
額
も
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。

興
行
の
た
び
ご
と
に
寺
社
奉
行
所
よ
り
検
使
が
立
ち
会
う
。

興
行
当
日
に
は
検
使
の
下
僚
が
境
内
や
門
前
に
筵
を
敷
い
て
博
奕
を
行
う
光

景
が
み
ら
れ
、
見
物
人
の
ほ
か
、

見
徳
売
り

・

札
売
り

・

お
咄

う
り

や

札
買
見
物
の
第
付
し
た
る
者

な
ど
が
群
衆
す
る
。

江
戸
の
全
盛
期
は
文
政
末

天
保
初
め
で
、
富
の
始
ま
り
は
文
化
三
年
以
来

で
あ
る
。
大
坂
で
は
文
政
初
め
以
来
の
興
行
で
、
そ
れ
以
前
に
大
坂
で
津
山

の
富
札
の
購
入
者
を
処
罰
し
た
例
が
あ
る
。

三
都
と
も
に
天
保
十
三
年
に
禁
止
と
な
る
。

守
貞
の
見
た
御
免
富
と
は
、
最
盛
期
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
右
の
う
ち

ま
ず
京
都
・
大
坂
だ
け
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
御
免

富
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
文
政
四
年

天
保
十
三
年
の
時
期
、
幕
府
は
興
行
場
所

と
な
る
寺
社
の
境
内
以
外
で
の
富
札
販
売
を
禁
止
し
て
い
る

（

）
。
富
札
屋
が
公
然
と

市
中
で
営
業
し
、
当
選
番
号
を
大
々
的
に
幟
に
記
て
い
る
と
い
う
実
態
は
、
摘
発

を
怖
れ
て
移
動
可
能
な
床
見
世
を
中
心
に
販
売
し
て
い
た
江
戸
と
異
な
り
、
取
り

締
ま
り
が
比
較
的
緩
や
か
で
あ
る
実
態
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た

に
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
千
両
富
が
江
戸
で
は
み
ら
れ
な
い
上
方
特
有
の
も
の
で
あ
る
の

は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

一
方
、

に
関
す
る
光
景
は
、

東
海
道
中
膝
栗
毛

で
も
描
か
れ
て
い
る

（
八
編
上
）。
す
な
わ
ち
、
弥
次
郎
兵
衛
・
北
八
は
大
坂
天
神
橋
を
南
に
行
っ
た

路
上
で
座
摩
宮
の
富
札
（

亥

八
十
八
番

）
を
拾
う
。
抽
選
会
場
で
あ
る
同
社

に
出
か
け
た
二
人
は
当
選
番
号
を
知
ら
さ
れ
る
や
、
一
の
富
一

両
に
当
た
っ

た
と
勘
違
い
す
る
。
二
人
は
さ
っ
そ
く
新
町
の
遊
郭
な
ど
で
前
祝
い
を
し
、
引
き

換
え
当
日
も
ひ
と
し
き
り
会
所
で
世
話
役
・
神
主
の
饗
応
を
受
け
る
が
、
こ
の
と

き
に
当
選
金
一

両
の
う
ち
一

両
を
座
摩
宮
に
寄
進
し
、
五
両
を
世
話
役
に

上方の富興行について



祝
儀
と
し
て
渡
し
、
五
両
は
次
回
興
行
の
富
札
購
入
分
を
差
し
引
か
れ
る
こ
と
を

約
束
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
結
局
は
印
違
い
（

子

八
十
八
番

）
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
、
追
い
払
わ
れ
る
と
い
う
オ
チ
に
な
る
の
だ
が
、
高
額
当
選
者
は
額
面

通
り
の
賞
金
を
受
け
取
れ
な
い
慣
例
が
あ
り
、
興
行
側
は
こ
れ
を
前
提
に
運
営
の

目
算
を
立
て
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て

の
大
坂
の
御
免
富
開
始
時
期
は
、
前
述
の
町
触
の
分
析
結
果
と
も
一

致
す
る
も
の
で
、
守
貞
は
津
山
の
富
札
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら

は
幕
府
の
目
を
忍
ん
で
津
山
藩
内
で
独
自
に
行
わ
れ
た
興
行
で
あ
っ
て
、
御
免
富

と
は
い
え
な
い
が
、
地
方
の
富
突
が
大
坂
市
中
で
も
受
容
さ
れ
て
い
た
実
態
を
示

唆
し
て
お
り
、
大
坂
に
は
御
免
富
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
富
札
を
販
売
す
る
ル
ー

ト
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。

畑
銀
鶏
の

街
廼
噂

初
編

戯
作
者
畑
銀
鶏
（
一
七
九

一
八
七

）
は
上
野
国
七
日
市
藩
前
田
家
の
藩

医
で
、

街
廼
噂
（

）

は
彼
藩
主
の
大
坂
城
勤
番
に
従
い
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

八
月
四
日
か
ら
一
年
間
大
坂
に
滞
在
し
た
際
の
見
聞
を
題
材
に
し
た
滑
稽
本
的
な

風
俗
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
以
前
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る

（

）
が
、
江
戸

と
大
坂
の
御
免
富
の
比
較
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
大
坂
の

御
免
富
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

富
札
屋
は
横
町
に
大
そ
う
な
幟
を
立
て
、
そ
の
華
や
か
さ
は
人
形
芝
居
か
祭

か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
江
戸
に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

富
札
屋
に
は
縮
緬
製
や
天
鵞
絨
製
の
幟
を
六

一

本
ほ
ど
を
見
世
先
に
立

て
並
べ
、
そ
の
幟
は
緋
縮
緬
に
黒
天
鵞
絨
の
縁
、
黒
天
鵞
絨
に
金
糸
の
縁
な

ど
、
飾
り
物
の
よ
う
に
派
手
で
き
ら
び
や
か
で
あ
る
。

江
戸
か
ら
大
坂
に
来
た
者
が
み
る
と
、
富
札
屋
の
幟
の
派
手
さ
に
は
肝
を
潰

す
ほ
ど
だ
が
、
当
選
金
を
運
ぶ
馬
の
派
手
さ
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
。

興
行
後
主
催
者
側
は
当
選
金
を
当
り
札
を
販
売
し
た
富
札
屋
ま
で
馬
に
乗
せ

て
運
ぶ
。
そ
の
馬
に
は
派
手
な
飾
り
付
け
を
し
鈴
を
提
げ
、
馬
の
先
に
は
縮

緬
製
や
天
鵞
絨
製
の
小
幟
を
左
右
に
二
本
持
た
せ
て
歩
か
せ
る
。

富
札
屋
の
店
舗
の
造
り
や
富
札
の
形
状
は
江
戸
と
変
わ
ら
ず
、
江
戸
同
様
に

割
札
が
あ
る
。

大
坂
に
は

お
は
な
し

は
な
い
。

興
行
当
日
に
は
周
知
の
た
め
太
鼓
に
て
大
坂
市
中
を
触
れ
歩
く
。

こ
の
よ
う
に
、
大
坂
の
富
札
屋
は
店
舗
の
構
造
な
ど
に
は
江
戸
と
大
差
は
な
い

も
の
の
、
派
手
さ
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
興
行
当
日
や

興
行
後
の
当
選
金
授
与
の
際
に
も
同
様
の
傾
向
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
将
軍
膝
下
の
政
治
都
市
江
戸
と
は
異
な
る
取
り
締
り

の
状
況
を
示
し
、
公
然
と
富
札
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
は
、
富
札
の
販
売

か
ら
興
行
・
当
選
金
の
支
払
い
ま
で

境
内
完
結

を
鉄
則
と
す
る
江
戸
と
は
異

な
る
富
札
の
流
通
事
情
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
前
述
の

守
貞
謾
稿

の
記
述

に
あ
る
よ
う
に
、
京
都
の
富
札
屋
に
つ
い
て
も
同
様
の
特
徴
が
み
ら
れ
た
よ
う

で
、
上
方
特
有
の
傾
向
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
る
富
札
屋
に
対
し
、
町
奉
行
所
で
は
天

保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
二
月
に
は

富
札
商
店
ニ
差
置
有
之
候
目
印
幟
、
其
外



右
ニ
類
候
品
柄
取
置
可
申
事

を
慎
む
よ
う
に
と
の
町
触
（

）
を
出
す
が
、
次
の
よ
う

な
事
情
か
ら
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
坂
斎
藤
町
の
医

師
が
書
き
残
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る

浮
世
の
有
様

で
は
、
天
保
十
三
年
三
月

に
江
戸
・
京
都
で
相
次
い
で
盛
り
場
の
取
り
締
ま
り
が
布
達
さ
れ
た
こ
と
を
取
り

上
げ
る
な
か
で
、

江
戸
は
御
膝
元
な
る
ゆ
へ
、
昨
年
来
厳
敷
御
取

あ
り
し

が
、
京
摂
は
緩
か
な
り
し
ゆ
へ
、
一
統
に
う
か

く
ら
し
ぬ
る
様
子
な
り
し

に
（

）

と
述
べ
て
、
前
年
か
ら
本
格
化
し
た
改
革
に
よ
る
取
り
締
ま
り
が
京
都
・
大

坂
は
江
戸
と
比
較
し
て
緩
や
か
で
あ
る
実
態
を
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
住
民
感

覚
は
、
将
軍
膝
下
の
江
戸
と
上
方
と
の
取
り
締
ま
り
の
相
違
が
、
文
化
文
政
期
の

御
免
富
の
興
行
に
も
底
流
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
上
方
の
御
免
富
は
販
売
・
支
払
い
の
局
面
に
お
い
て
江
戸

と
異
な
り
、
公
然
と
富
札
屋
が
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
と
も
な
っ
た
存
在
と

し
て
現
わ
れ
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
、
政
治
機
能
の
中
心
地
で
あ
る
江
戸
か
ら
遠
い
こ
と
が
取
り
締

り
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
お

は
な
し
売
が
介
在
す
る
よ
う
な
、
影
富
・
第
付
な
ど
の

影
の
文
化

の
発
展
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

仁
和
寺
の
御
免
富

こ
こ
で
御
免
富
最
盛
期
の
仁
和
寺
の
興
行
に
つ
い
て
、

仁
和
寺
宮
御
拝
借
金

并
突
富
御
願
一
件
（

）

を
も
と
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

仁
和
寺
は
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
に
宇
多
天
皇
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
由
緒
を

も
つ
真
言
系
の
門
跡
寺
院
で
、

御
室
御
所

の
別
称
が
あ
る
。
同
寺
は
近
世
で

は
一
五

二
石
三
斗
余
の
寺
領
を
も
ち
、
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
の
再
建

時
に
は
費
用
を
す
べ
て
幕
府
が
負
担
し
、
以
後
も
度
々
幕
府
か
ら
資
金
の
提
供
を

受
け
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三

）
ま
で
に

追
々
御
拝
受
惣
金
高

が
七
七
二

両
余
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
文
政
十
三
年
（
一
八
三

）
秋
の
地
震
で

御
座
所
・
住
居
・
学
問
所
そ
の
他
多
く
が
倒
壊
・
破
損
し
、
修
復
に
一
万
両
ほ
ど

が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
上
御
手
当
金
も
減
少
し
て
い
る
の
で
、
奉
行
所
か
ら
借

用
し
た
額
で
は
修
復
を
賄
い
き
れ
な
い
と
し
て
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
五
月

に
京
都
・
大
坂
で
富
突
を
一
ヶ
所
ず
つ
興
行
を
願
い
出
た
が
、
却
下
さ
れ
た
。
こ

の
と
き
の
出
願
内
容
は
、
京
都
・
大
坂
と
も
毎
月
興
行
で
一

年
、
富
札
は
一
枚

一
朱
で
二
、

枚
発
行
と
い
う
も
の
で
、
利
益
分
は
奉
行
所
に
差
し
出
し
、

今
回
の
修
復
料
を
差
し
引
い
た
残
額
は
今
後
の
修
復
手
当
金
と
し
て
備
え
て
お
く

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
仁
和
寺
は
京
都
・
大
坂
の
同
時
興
行
を
目
論

ん
だ
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
二
ヶ
所
同
時
の
興
行
の
例
は
す
で
に
輪
王
寺
宮
・
増

上
寺
な
ど
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
文
政
四
年
の
規
定
で
同
じ
定
数
外
の
有
力
門
跡
寺

院
で
あ
る
こ
と
を
活
か
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
後
仁
和
寺
は
出
願
を
続
け
、
翌
三
年
十
月
十
八
日
、
京
都
に
て
一
の
富
一

両
の
富
突
を
一

年
間
毎
月
許
可
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
年
限
の
延
長
は
認
め

な
い
と
す
る
）。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
興
行
仕
法
に
納
得
の
い
か
な
い
仁
和
寺
側

は
、
翌
月
に
次
の
よ
う
な
願
書
を
寺
社
奉
行
所
に
提
出
し
た
。

御
室
御
所
去
ル
二
月
中
京
都
・
大
坂
ニ
而
月
富
壱
ヶ
所
御
願
之
処
、
於
京
都

上方の富興行について



別
段
壱
ヶ
所
御
聞
届
之
段
、
去
月
十
八
日
御
達
之
趣
御
承
知
被
成
深
忝
思
召

候
、
然
ル
処
御
修
復
金
高
兼
而
被
仰
立
候
通
付
壱
ヶ
所
是
迄
通
之
仕
法
ニ
而

は
不
行
届
事
故
、
更
ニ
五
千
枚
増
札
被
及
御
願
都
合
壱
万
七
千
枚
ニ
而
仕
法

別
紙
通
を
以
興
行
被
成
度
候
、
猶
又
従
来
大
坂
表
ニ
而
興
行
有
之
候
付
、
発

端
よ
り
懸
合
之
も
の
も
不
少
、
加
之
去
年
中
被
及
御
届
候
通
右
興
行
六
ヶ
月

分
被
及
休
会
候
付
、
右
懸
合
増
加
之
姿
ニ
も
有
之
、
并
興
行
場
所
・
諸
建

物
・
道
具
類
と
も
大
坂
表
ニ
有
之
候
旁
諸
入
用
少
も
相
減
御
修
復
金
高
精
々

都
合
候
様
御
取
計
被
成
度
、
無
余
儀
場
所
替
之
儀
も
被
仰
立
候
、
何
卒
前
条

之
御
願
之
通
速
ニ
御
聞
届
之
儀
幾
重
二
も
願
思
召
候
、
此
等
之
趣
何
分
宜
御

取
計
偏
ニ
被
為
頼
入
候
、
以
上

御
室
御
所
御
使

十
一
月
朔
日

久
富
遠
江
守

寺
社
御
奉
行
所

こ
こ
で
は
ま
ず
、
許
可
さ
れ
た
の
が
一
ヶ
所
だ
っ
た
た
め
、
修
復
費
用
捻
出
の

た
め
発
行
す
る
富
札
を
五
、

枚
増
や
し
て
一
七
、

枚
と
し
た
い
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
先
年
大
坂
で
興
行
の
際
に
六
ヶ
月
分
の
休
会
が
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
分
を
含
め
て
興
行
し
、
さ
ら
に
興
行
場
所
や
興
行
に
関
わ
る
諸
建
物
・

道
具
類
も
そ
の
ま
ま
大
坂
に
あ
る
た
め
、
京
都
で
は
な
く
、
大
坂
で
興
行
す
る
こ

と
を
嘆
願
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
二
月
六
日
に
許
可
が
下
り
、
同
八
日
次
の
よ
う

な
書
付
を
寺
社
奉
行
所
へ
差
し
出
し
、
願
の
通
り
許
可
さ
れ
た
。

一
御
室
御
所
伽
藍
御
殿
向
其
外
御
修
復
為
御
助
成
月
富
御
願
之
処
、
別
段
之

訳
を
以
於
大
坂
表
中
年
十
ヶ
年
之
間
月
々
百
両
富
興
行
御
願
済
ニ
付
、
興

行
場
所
之
儀
は
大
坂
西
成
郡
小
野
村
不
動
寺
於
境
内
興
行
い
た
し
度
、
尤

同
寺
は
勿
論
、
村
中
差
支
無
御
座
候
段
、
同
寺
申
出
候

一
富
興
行
之
儀
、
中
年
十
ヶ
年
之
間
毎
月
三
日
定
日
ニ
仕
、
正
月
は
十
八
日

と
定
メ
初
興
行
之
儀
は

来
巳
二
月
三
日
仕
度
、
尤
御
用
日
ニ
相
当
候
節

は
伺
之
上
御
差
図
次
第
可
致
候

一
富
御
免
之
趣
、
大
坂
町
御
奉
行
所
よ
り
御
触
流
御
座
候
様
仕
度
候

一
富
建
札
之
儀
大
坂
表
仕
来
候
場
所
江
建
札
仕
度
候

一
富
興
行
之
節
之
御
見
分
御
座
候
様
仕
度
候

一
仕
法
之
儀
は
別
紙
書
面
之
趣
仕
度
候
、
前
条
之
趣
御
聞
届
御
座
候
上
は
、

大
坂
町
御
奉
行
所
江
御

通
達
可
被
下
候
、
以
上

御
室
御
所
御
使久

富
遠
江
守
代

辰
十
二
月

功
徳
院

寺
社
御
奉
行
所

こ
れ
に
よ
っ
て
仁
和
寺
の
御
免
富
は
、
天
保
四
年
二
月
か
ら
大
坂
西
成
郡
小
野

村
の
不
動
寺
境
内
で
一

年
間
に
わ
た
っ
て
毎
月
三
日
（
正
月
だ
け
は
十
八
日
に

興
行
）
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
町
触
が
出
さ
れ
、
興
行

周
知
の
た
め
の
立
札
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
右
願
書
に
は
こ
の
あ
と
に

富

突
仕
法

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
発
行
札
数
一
七
、

枚
、

鶴
・
亀
・
松
・
竹
の
各
四
、
二
五

枚
ず
つ
、
札
料
は
金
一
朱
と
あ
り
、
全
部
富

札
を
売
り
切
り
、
当
選
金
を
全
部
支
払
っ
た
場
合
の
収
支
を
試
算
す
る
と
、
富
札

売
上
が
一
、

六
二
両
二
分
、
支
払
当
選
金
が
九
三
六
両
三
分
（
た
だ
し

百
両



富

と
し
つ
つ
も

百
番
突
留
百
両
ト
外
ニ
百
両
相
添
都
合
同
弐
百
両

と
し
て

い
る
）、
諸
雑
費
が
九
五
両
ほ
ど
で
、
こ
れ
に

当
り
金
一
両
以
上
奉
納
之
分

が
七
五
両
一
分
二
朱
と
銀
七
分
五
厘
、
よ
っ
て
差
引
一

六
両
三
朱
と
銀
七
分
五

厘
の
利
益
を
一
回
の
興
行
ご
と
に
獲
得
す
る
見
込
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
興
行
に
関
し
て
は
、
鑑
札
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
表
面
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（

）
。

御
室
御
所
（
印
）

御
富
札
仲
買
印
鑑
（
印
）

天
保
四
巳
年
八
月
よ
り

卯
年
正
月
迄

こ
れ
は
仁
和
寺
の
御
免
富
の
富
札
仲
買
人
の
鑑
札
で
、
天
保
四
年
八
月
か
ら
翌

五
年
正
月
ま
で
の
半
年
間
の
有
効
期
限
が
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
江
戸
の
御
免

富
に
お
い
て
請
負
人
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た

（

）
が
、
仁
和
寺
の
場
合
に

も
富
札
屋
と
思
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
鑑
札
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
方
の
御
免
富
に

お
い
て
も
興
行
の
実
質
的
な
運
営
を
行
う
請
負
人
と
、
そ
の
下
請
け
と
し
て
富
札

販
売
を
行
う
富
札
屋
と
い
う
重
層
的
な
興
行
構
造
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
富
札
屋
が
江
戸
よ
り
も
公
然
と
し
か
も
大
々
的
な

展
開
を
み
せ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
興
行
構
造
は
よ
り
顕
在
化
し

て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
実
際
の
興
行
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
時
期
特
有
の
江
戸

と
同
様
な
状
況
が
起
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
興
行
定
数
枠
を
拡
大

し
た
結
果
、
市
中
に
購
買
可
能
な
範
囲
を
超
え
る
富
札
が
溢
れ
、
興
行
の
成
否
を

決
定
付
け
る
富
札
の
販
売
収
益
が
上
が
ら
な
い
状
態
が
続
き
、
御
免
富
と
い
う
幕

府
の
寺
社
助
成
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
仁
和
寺
で
は
興
行
成
績
が
芳
し
く
な
く
、
札
の

売
れ
残
り
が
目
立
っ
た
た
め
と
し
て
、
天
保
四
年
十
一
月
に
仕
法
替
（
札
数
二
二

枚
）
を
行
い
、
一
回
ご
と
の
興
行
利
益
が
二
七
両
二
分
二
朱
増
加
（
増
加

率
二
六
％
ほ
ど
）
さ
せ
る
目
算
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
寺
社
奉
行
脇

坂
安
董
は
、
前
年
増
上
寺
が
京
都
で
興
行
中
の
御
免
富
の
富
札
の
売
捌
を
大
坂
で

も
行
う
旨
の
願
書
を
出
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
前
例
を
取
り
上
げ
、
仁
和
寺
宮

や
増
上
寺
が

外
富

と
は
異
な
り
、

別
段
出
格
之
御
趣
意

の

御
手
当

富

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
次
の
よ
う
な
許
可
へ
と
導
い
て
い
く
。

以
切
紙
令
啓
上
候
、
然
は
仁
和
寺
宮
伽
藍
其
外
修
復
為
御
助
成
去
辰
年
出
格

之
訳
を
以
別
段
新
規
富
興
行
於
大
坂
表
御
免
被
仰
出
候
処
、
札
不
捌
御
助
成

薄
ニ
付
、
今
般
其
表
お
ゐ
て
も
右
富
札
売
捌
度
旨
願
出
候
付
、
先
達
而
中
務

大
輔
よ
り
及
御
懸
合
候
答
之
趣
を
以
御
老
中
江
相
伺
候
処
、
伺
之
通
相
済
候

間
、
願
之
趣
承
届
候
旨
右
宮
家
来
江
申
渡
候
、
此
段
為
御
心
得
可
得
御
意
如

此
候
、
以
上

正
月
七
日

間
部
下
総
守

土
井
大
炊
頭

土
屋
相
模
守

脇
坂
中
務
大
輔

松
平
伊
勢
守
様

深
谷
遠
江
守
様

上方の富興行について



こ
れ
に
よ
っ
て
京
都
町
奉
行
の
松
平
定
朝
・
深
谷
盛
房
に
町
触
を
出
さ
せ
、
興

行
周
知
の
立
札
を
建
て
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
後
同
六
年
二
月
十
七
日
、
仁
和
寺
宮
御
使
の
深
川
永
代
寺
は
、
寺
社
奉
行

所
に
左
の
口
上
書
を
提
出
し
た
。

御
室
御
所
月
富
一
ヶ
所
御
大
坂
表
御
願
済
以
後
、
去
ル
巳
年
中
仕
法
替
も
御

聞
届
付
、
毎
月
興
行
有
之
厚
忝
思
召
候
、
然
処
近
来
御
損
失
勝
ニ
而
京
都
町

御
奉
行
所
江
可
被
指
出
益
徳
無
之
儀
は
不
及
申
、
却
而
及
御
高
借
候
、
畢
竟

右
札
御
弐
万
弐
千
枚
は
大
半
捌
候
見
込
ニ
而
、
当
り
金
高
も
右
ニ
准
候
仕
法

ニ
御
座
候
処
、
追
々
札
不
捌
及
惣
而
不
都
合
ニ
相
成
候
、
全
往
々
之
見
渡
難

行
届
右
体
ニ
至
候
模
様
ニ
而
、
尚
又
御
当
惑
至
極
ニ
御
座
候
、
毎
々
彼
是
被

仰
立
段
何
と
も
御
斟
酌
思
召
候
得
共
、
差
当
り
難
御
取
続
相
成
無
余
儀
今
度

八
千
枚
増
札
被
及
御
願
、
都
合
三
万
枚
ニ
而
別
紙
通
仕
法
替
有
之
興
行
被
成

度
候
、
并
年
限
定
日
等
之
儀
は
兼
而
御
願
済
之
通
去
ル
巳
年
二
月
よ
り
中
年

十
ヶ
年
之
積
を
以
正
月
而
已
十
八
日
、
余
は
三
日
定
日
ニ
而
毎
月
興
行
有

之
、
来
ル
来
ル
卯
年
正
月
十
八
日
可
被
及
満
会
候
、
是
等
之
儀
幾
重
二
も
願

思
召
候
、
何
分
宜
御
取
計
之
儀
偏
ニ
被
為
頼
入
候
、
以
上

御
室
御
所
御
使

二
月
十
七
日

永
代
寺

寺
社御

奉
行
所

こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
仁
和
寺
は
富
札
を
京
都
で
売
り
捌
い
て
も
興
行
成
績
は

不
振
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
富
札
が
捌
き
き
れ
な
い
の
が
問
題
と
し
つ
つ

も
、
発
行
す
る
富
札
の
数
を
こ
れ
ま
で
の
二
二
、

枚
か
ら
三

、

枚
に
増
や
す
こ
と
を
出
願
し
て
い
る
。
右
に
よ
っ
て
仁
和
寺
で
は
富
札
の
不
捌
の

解
決
を
富
札
の
増
刷
と
い
う
、
誤
っ
た
選
択
を
行
い
、
泥
沼
に
陥
っ
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
許
可
し
て
い
る
寺
社
奉
行
所
を
は
じ
め
と
す
る

幕
府
側
の
認
識
も
右
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、

興
行
は
毎
月
三
日
を
定
日
に
し
、
正
月
の
み
十
八
日
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。仁

和
寺
は
表

の
よ
う
に
、
そ
の
後
も
仕
法
替
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
と
に

富
札
の
発
行
枚
数
を
仕
法
替
の
た
び
に
大
幅
に
増
や
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

が
、
前
述
の
よ
う
に
、
か
え
っ
て
売
り
捌
け
な
い
富
札
を
増
や
す
ば
か
り
で
、
興

行
成
績
は
さ
ら
な
る
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（

）
。

一
方
、
前
掲
の
表

を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
天
保
五
年
五
月
か
ら
京
都
四

条
道
場
金
蓮
寺
境
内
で
一

年
間
毎
月
興
行
を
許
可
さ
れ
て
お
り
、
富
札
一
枚
金

一
朱
、
二
二
、

枚
発
行
、
最
高
賞
金
額
一
五

両
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
同
時
に
京
都
興
行
の
富
札
を
大
坂
で
も
販
売
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ

て
い
る

（

）
。
同
史
料
に
は
こ
ち
ら
の
興
行
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、
そ
の
実
態
を

窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
大
坂
興
行
と
同
様
の
傾
向
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
注
目
し
た
い
の
が
、
京
都
と
大
坂
で
同
時
期
に
興
行
を
行
い

つ
つ
、
大
坂
の
富
札
を
京
都
、
京
都
の
富
札
を
大
坂
で
そ
れ
ぞ
れ
販
売
し
て
い
る

実
態
は
、
両
所
の
御
免
富
が
ほ
ぼ
同
質
か
つ
受
容
地
域
も
重
複
し
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
仁
和
寺
の
こ
の
よ
う
な
動
向
か
ら
は
、
御
免
富
を
江
戸
に
対
置



す
る
上
方
の
興
行
と
し
て
一
括
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
京
都
・
大
坂
の
御
免
富
展
開
の
実
態
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
ま
ず
上
方
の
興
行
は
江
戸
ほ
ど
遠
隔
寺
社
の
受
入
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
宮
門

跡
方
の
興
行
が
中
心
で
、
興
行
件
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
興
行
時
期
や
興
行
シ
ス
テ
ム
は
江
戸
と
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、

最
高
当
選
額
や
富
札
の
販
売
に
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
興

行
不
振
が
深
刻
化
し
た
天
保
期
に
は
、
仁
和
寺
の
よ
う
な
幕
府
の
意
向
に
よ
っ
て

定
数
外
に
規
定
さ
れ
る
別
格
の
門
跡
寺
院
が
京
都
・
大
坂
連
動
型
の
興
行
を
展
開

す
る
動
向
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

都
市
構
造
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、
京
都
・
大
坂
は
江
戸
の
人
口
と
比
較
す
れ

ば
は
る
か
に
規
模
が
小
さ
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
参
勤
交
代
や
訴
訟
な
ど
で
絶
え

ず
人
々
が
出
入
り
す
る
江
戸
と
比
べ
れ
ば
、
富
札
の
購
買
力
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
興
行
場
所
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

の
御
免
富
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
が
興
行
件
数
に
反
映
し
て
い
る

上方の富興行について

表
法
仕
行
興
の
寺
和
仁

保
天

目
項

年
保
天

月
年

保
天

月
年

保
天

月
年

保
天

月
年
月

数
行

発
札

富
枚

枚
枚

枚
枚

金
料

札
金

朱
金

朱
銀

朱
匁

銀
分

匁
分

上
売

札
富

金
）

両
金

分
金

両
金

両
金

両
両

金
金

選
当

払
支

両
金

分
両
分

金
─

朱
両
分

金
朱

両
分
朱

費
雑

諸
金

金
両

金
─

両
金

両
両

金
金

納
奉

両
分
朱
銀
分

金
厘

両
分
朱

銀
分

金
─

厘
金

両
両
分
朱
銀
匁
分

益
利

行
興

の
会

金
）

両
朱
銀
分

金
厘

両
分
朱
銀
分

金
─

厘
両

金
朱

両
分
銀
匁
分

目
項

保
天

年
月

保
天

年
月

保
天

年
月

保
天

年
月

保
天

年
月

註
突

并
金

借
拝

御
宮

寺
和

仁
件

一
願

御
富

）
蔵
所
館
書
図
会
国
立
国

こ
こ
、
お
な
。
成
作
り
よ

金
、
上
宜
便
は
で

両
銀

。
る
い

て
し

出
算

で
匁



の
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
都
市
的
条
件
が
、
京
都
と
大
坂
と
い
う
比
較
的

近
接
し
た
立
地
条
件
を
活
か
し
、
両
所
を
結
び
つ
け
、
販
売
と
興
行
と
を
連
動
さ

せ
た
興
行
と
し
て
展
開
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
両
所
は
将
軍
膝
下
の
江
戸
か
ら
離
れ
て
い
る
だ
け
に
、
富
札
の
販
売
や

当
選
金
の
授
与
を
大
々
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
購
買
意
欲
を
高
め
る
こ

と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
文
化
的
に
み
て
も
い
わ
ゆ
る

影
の
文
化

で
あ
る

影
富
・
第
付
が
流
行
し
た
江
戸
と
実
に
対
照
的
な
展
開
を
み
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
御
免
富
に
関
し
て
い
え
ば
、

質

的
多
才
さ
を
誇
る
上
方
、

量

で

圧
倒
す
る
江
戸
と
い
う
傾
向
が
窺
え
、
こ
う
し
た
上
方
の

質

を
支
え
て
い
た

の
は
、
近
世
初
頭
以
来
行
な
わ
れ
て
い
た
年
中
行
事
と
し
て
の
富
突
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
は
上
方
の
御
免
富
の
興
行
構

造
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
当
面
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

註（

）
拙
著

江
戸
の
社
会
と
御
免
富

富
く
じ
・
寺
社
・
庶
民

岩
田
書
院
、
二

九
年
。

（

）
荒
木
豊
三
郎
氏
は
上
方
の
富
札
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
富
札
の
記

載
内
容
か
ら
分
析
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
誤
認
な
ど
も
少
な
く
な
い
（

富
札
考

私
家
版
、
一
九
六
二
年
）。
ま
た
、
倉
本
修
武
氏
は
関
連
史
料
と
と
も
に
分
析
を

行
っ
て
い
る
が
、
法
令
な
ど
政
策
面
や
興
行
構
造
に
踏
み
込
ん
だ
論
の
展
開
が
な

さ
れ
て
い
な
い
（

江
戸
時
代
大
流
行
の
富
突
興
行
と
熊
野
三
山
の
富
興
行

大
阪

書
籍
、
一
九
九
六
年
）。

（

）

海
録

、
国
書
刊
行
会
、
一
九

五
年
、
一
三
七
・
一
三
八
頁
。

（

）

続
日
本
随
筆
大
成

民
間
風
俗
年
中
行
事

上

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三

年
。

（

）

京
都
町
触
集
成

一

巻
一
四
一
七
号
。

（

）

祠
曹
雑
識

、
国
立
国
会
図
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
な
お
、
同
史
料
に
よ
れ

ば
、
由
緒
の
厚
薄
は
寛
政
十
一
年
に
脇
坂
中
務
大
輔（
安
董
）が
寺
社
奉
行
在
任
中

に
行
わ
れ
た
評
議
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
う
。

（

）
興
行
が
三
ヶ
月
に
一
度
で
あ
る
の
で
、
最
高
賞
金
額
は
一

両

三
ヶ
月

三

両
ま
で
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（

）

大
阪
市
史

町
触
二
八
六
三
号
。

（

）

雑
留

、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。

（

）

近
世
風
俗
誌

、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
三
八
八

三
九
一
頁
。

（

）

江
戸
町
触
集
成

一
二

二
五
号
。

（

）

浪
速
叢
書

第
十
四
（
一
九
二
七
年
）
所
収
。

（

）
拙
稿

庶
民
の
富
札
購
入
と
受
容
構
造

（
前
掲
註
（

）
所
収
）。

（

）

大
阪
市
史

達
一
九
七
九
号
。

（

）

日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

第
十
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七

年
、
五
八
四

頁
。

（

）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
旧
幕
府
引
継
書
。
以
下
仁
和
寺
の
御
免
富
に
関
す
る
記

述
は
、
と
く
に
断
り
の
な
い
か
ぎ
り
、
す
べ
て
同
史
料
に
よ
る
。

（

）
筆
者
所
蔵
。

（

）
拙
稿

御
免
富
の
請
負
構
造

文
政

天
保
期
の
事
例
を
中
心
に

（
前
掲
註

（

）
所
収
）。

（

）
そ
の
後
、
仁
和
寺
の
興
行
は
改
革
下
の
天
保
十
三
年
三
月
に
全
面
差
留
と
な
っ

て
い
る
。

（

）

京
都
町
触
集
成

五

八
九
号
。


